
バイオの散歩道

世界の高校生の祭典である科学オリンピックの中で、日本
が参戦しているのは、数学、物理学、化学、生物学、情報、地
理、地学の7種目（2013年度大会）。その中で、生物学オリン
ピックは、2005年の北京大会から代表を送っています。
日本代表になるための国内予選。2013年度は3,149名が
マークシート方式の一次予選に挑戦し、上位の76名が広島
大学で開催された日本生物学オリンピックに出場。そこで上
位15名の候補から、筆記試験により日本代表の4名（写真1）
を選抜しました。
筆者は当初から日本代表の選抜試験問題の作成と代表

に対する特訓に参加しています。国際生物学オリンピック
（IBO）の標準教科書として「キャンベル生物学」が指定され
ているので、この本の翻訳も手がけました。
2010年の韓国大会からは、日本代表の引率も行っていま

す。IBOでは各国4名で60カ国前後が参戦します。賑 し々い
開会式が終わると、引率メンバーは生徒と引き離されて連絡
を取れなくなります。そして、大会2日目に行われる4つの実験
課題の内容検討会議と翻訳作業が待っています。出題と会
議はすべて英語ですが、日本語への翻訳が許されています。
誤訳すると高校生が途方に暮れてしまうので責任重大。たい
てい徹夜になります。高校生が実験に取り組んでいる日は、引
率者は遠足。翌日は高校生が遠足で、引率者は理論問題の
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アミガサタケの仲間を含めて春先に収穫できるキノコがある。アミガサタケの仲間は骸骨を彷彿とさせる
容姿をしているので、気持ち悪いキノコだという印象を持っている人が多いだろう。ましてや食用菌であると
は予想もつかないだろう。アミガサタケはフランス料理のフルコースでの前菜の1つとして提供されることも
ある世界的には有名なキノコであり、知らぬ間に食べている人がそれなりにいるはずである。人工栽培法は確
立されておらず、市場には天然のものが流通しているので価格は乱高下するそうだ。
アミガサタケの仲間は、ソメイヨシノが散り、ヤエザクラが咲く頃にそれらの木の周辺で見つけることがで
きる。アミガサタケよりも一回り大型のトガリアミガサタケはアミガサタケよりも若干発生時期が早いが、発
生量は少ない。今春はトガリアミガサタケが比較的多く発生し、一度に60本ほど収穫できた。それでもアミガ
サタケが学内だけで数キログラム収穫できることがあることと比較するとかなり少ない。
アミガサタケの仲間は柄が中空で、頭部を含め虫が入り込んでいることが多い。また、多くの胞子を含んで
いると煮汁が濁り、独特な臭いを出すので一度煮こぼして水洗いしてから調理すると良い。コリッっともキュ
ルっとも言えない独特な食感が特徴的である。今回の収穫物はコンソメベースのクリームパスタの具の1つ
として、研究室の新3年生のお腹の中に一瞬にして納まった。　　　　　　　　　　  　　　　　（荒谷　博）
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編集後記
明治大学農学部の研究室で日々展開する「新たな試みの社会への発信」を目指し創刊された『バイオの散歩道』は早くも第13号となりま
した。小さな空間での試行錯誤やその成果が、近い将来読者の皆様の生活に生かされる日が来ますように、と念じつつ、今後も編集を続け
て参ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　   　　　　　　　　　　　  （第13号編集担当：高瀬 智子）

検討と翻訳。4日目に5時間にわたる理論の試験が終了する
と、ようやく高校生に会えます。力を出し切った高校生はみんな
すがすがしい顔をしていますが、こちらは徹夜続きでヨレヨレ。
表彰式では、成績上位1割が金メダル、次の2割が銀メダ

ルで次の3割が銅メダルを授与されます。日本代表は2009年
のつくば大会以来、全員が銀メダル以上を確保しています
が、金メダルは1人出るか出ないか。
苦労の多い仕事ですが、熱心で優秀な高校生と話をする

のは至福。日本もまだまだ捨てたものではありません。2014年
度は7月5日からインドネシア大会です。
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写真1：2013年7月　スイス大会表彰式会場にて




